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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、自然言語処理のアプリケーション構築を容易にするプラットフォー
ムの実装である。同時に、機械学習の学習素性テンプレートを網羅的に実装・配信できるようにするのが目的で
ある。そのために自然言語（テキスト・音声）について、機械学習統合の資源を「作る」ための全自動システム
を構築する。本研究はおおきく、プラットフォームの構築、プラットフォーム上で動作するコンポーネントの構
築、それらを利用した実証的な応用研究にわかれる。構築したシステムを、法律分野、医療分野、対話システ
ム、論文処理などいくつかの異なるテーマにおける研究の基盤として利用し、その有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to build a platform that allows users to construct 
natural language processing  applications in an easier way. Another aim is to provide machine 
learning workflow templates. I built an automated system that can create natural language processing
 resources with machine learning integration. My research consists of my platform, my components 
that are runnable on the platform, and application research using these platform and components. I 
confirmed usefulness of my system by applying to a couple of different fields including legal 
document processing, medical document processing, dialog system and scientific literature mining.

研究分野： 自然言語処理

キーワード： 自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
 
自然言語（テキスト・音声）の大規模処理は
日々需要が高まっており、それに応えるには
再利用性の高い資源（ツール・データ）の整
備と機械学習の利用が必須である。これまで
既存資源を「使う」ための自然言語処理プラ
ットフォームを構築してきたが、自然言語処
理ではドメイン依存性が高く、データに応じ
たツールの再学習が必要であることが多か
った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、自然言語処理のアプリケー
ション構築を容易にするプラットフォーム
の実装である。同時に、機械学習の学習素性
テンプレートを網羅的に実装・配信できるよ
うにするのが目的である。そのために自然言
語（テキスト・音声）について、機械学習統
合の資源を「作る」ための全自動システムを
構築する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究はおおきく、プラットフォームの構築、
プラットフォーム上で動作するコンポーネ
ントの構築、それらを利用した実証的な応用
研究にわかれる。最後の応用研究については、
研究成果の項で述べる。 
 
プラットフォームには、教師つき機械学習手
法を用いた訓練と、その結果の評価について、
汎用性・互換性・可搬性を保ちつつ、容易に
利用できるように、かつこれまでのプラット
フォーム実装を極力生かし統合的なシステ
ムとして利用可能になるように設計を検討
し、実装した。 
 
また、いくつかの実用的・複雑なシステムに
ついて、コンポーネント化と学習ワークフロ
ーの構築を行った。具体的には試験問題の自
動解答、検索、質問応答、対話システムなど
である。 
 
４．研究成果 
 
このようにして構築したプラットフォーム
やコンポーネントを応用し、さまざまなタス
クについてアプリケーションを実行する実
験を行った。利用は下記に述べるいくつかの
異なる研究テーマにまたがり、具体的には、
大学入試の自動解答、医療言語情報処理、法
律文書の処理などである。 
 
法律文書の処理については、国際コンテスト
型 ワ ー ク シ ョ ッ プ で あ る 
COLIEE(Competition for Legal Infomration 
Retrieval and Entailment)のオーガナイザ
ーとして、法情報学の国際ワークショップ

JURISIN（Juris Informatics）併設のワーク
ショップとして、またロンドンで開催された
法 と 人 工 知 能 の 国 際 会 議  ICAIL
（International Conference on Artificial 
Intelligence and Law）内にてワークショッ
プをオーガナイズした。COLIEE は日英両言語
で司法試験（民法短答式）の自動解答を試み
るものであり、コンテストの運営と同時に参
加者として自動解答システムを構築した。シ
ステムは日本語を対象に法律文書の処理を
行うものである。 
 
医療分野においては、電子カルテの処理や問
診データの自動分析を行った。いずれも、固
有表現など単語レベルの処理から、係り受け
や述語項構造などまでさまざまなレベルで
の自然言語処理技術が必要となり、プラット
フォームの有用性を確認する応用としても
適切な課題であった。 
 
対話システム分野においては、会話ゲーム
「人狼」のプレイヤー自動化を目標とする人
狼知能プロジェクトなど話し言葉の処理と
文生成を対象にプラットフォームを利用し
てシステム構築を行った。 
 
学術論文データの自動処理においては、日本
語が対象の他の研究とは異なり英語を対象
とし、多言語への対応を確認した。こうした
幅広い応用から、プラットフォームの有用性
と実用性を検証した。 
 
さらに、利用者の利便性を考慮し、従来コン
ポーネント化の際に準拠していた国際標準
よりも、開発者にとってより容易に利用可能
なAPIを定義しアクセスを可能にする方法を
提案し、プロトタイプの実装を行った。これ
は開発者が標準を学習するハードルを下げ
るとともに、標準の縛りを緩くすることでソ
フトウェア設計の柔軟性を高め、一方で極力
従来の標準準拠の実装からの変更を小さく
するAPI仕様によりコンポーネント実装の共
通化を図ったものである。 
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